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 １ 金沢市景観総合計画の位置づけ 

本市は、伝統環境保存条例を制定した昭和 43 年(1968)以来、「保全と開発の調和」というまちづくりの

規範を継承し、一貫した景観まちづくりを進めています。 

「金沢市景観総合計画」は、本市の景観に関する最上位計画であり、景観まちづくりの基本理念をはじ

め、これまで取り組んできた景観施策を網羅した、長期的かつ包括的な行動指針として、平成 21（2009）

年に策定されました。金沢の都市景観を歴史や文化に根ざした資産として再構築し、未来へ継承するため

の枠組みを示すものです。また、具体的な指定区域や基準等を定めた「金沢市景観計画」と役割を分担し

つつ、相互に補完しあうことにより、本市の景観行政を総合的に支える基盤となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 今回の改定の趣旨 

「金沢市景観総合計画（第１期）」策定から 15 年以上が経過しており、本市を取り巻く社会環境等が大

きく変化していることや、景観に対する市民等の意識醸成が進んできたこと等を踏まえ、以下３つを改定

の趣旨とし、今後 10 年、20 年先を見据えた景観まちづくりの方向性等の充実・強化を図ります。 

１）基本理念の堅持 

良好な景観形成の基本理念を堅持し、現代の課題に対応した景観まちづくりを実践することが重要です。 

２）景観まちづくりの創造的継承 

近年の社会情勢の変化等により新たな課題が顕在化する中、これまで培ってきた本市の景観の個性と魅

力を磨き高めていくためには、景観まちづくりの思想や理念を継承していくとともに、関連制度等との連

携の強化をはじめとした創造的な取組が重要です。 

３）市民等との協働の深化 

これまでも市民等との協働によるまちづくりが進められてきましたが、今後さらに美しく、魅力ある景

観を創り上げていくためには、行政と市民のほか、あらゆる人々・企業・組織等、多様な主体が共に取組

を進めていくことが必要であり、これまでの“協働”をより深化させていくことが重要です。 

 

 

 

 

 

 

金沢市景観総合計画改定の骨子案について 

３ 良好な景観形成の基本理念 

良好な景観形成の基本理念を堅持し、現代の課題に応える景観まちづくりを実践します。 

 

【景観総合計画の位置付けと上位・関連計画等の体系図】 

＜ 価値づけ ＞ 

＜ 協働によるまちづくり ＞ 

＜ ルールづくり ＞ 

＜ 魅力発信 ＞ 

【これまでの主な成果（H21 年度～）】 

    

１．特色ある自然・風土を保全した景観形成  金沢の原風景である自然・風土を守り、地形と地域の歴史的・空間的なつながりを深く読み解く。 

２．歴史的資産を継承した景観形成      歴史的資産を点と面で保全・活用するとともに、地域の物語性を継承し、金沢らしい景観を次世代へつなぐ。 

３．地域の時間と暮らしに根ざした景観形成  市民の共感と共有を基盤とし、地域の生活・生業や文化的な価値観に根ざした『生きた景観』を共に育む。 
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協働の深化による景観向上 

これまで培ってきた「金沢の景観」の価値を礎に地域に関わる多様な人々の柔軟な視点や活力を生かし、 

協働をより深化させていくことで、さらなる金沢の魅力と価値を共に創り上げていく景観まちづくりを 

目指します。 

＜重要な視点＞  

◆市民体験の豊かさ ◆多様性の共生 ◆多様な主体のつながりの構築 

景観文脈の創造的継承 

「保全と開発の調和」のまちづくりの規範を堅持し、これまで積み重ねてきた景観文脈を丁寧に読み解き、それを

基盤として新たな価値を創造することで、金沢の景観文脈を紡ぎ、後代に繋ぐ景観まちづくりを目指します。 

＜重要な視点＞ 

◆金沢らしさの更新 ◆都市空間の質の向上 ◆地域文脈の読み解き  

持続可能な景観形成 

人口減少や少子高齢化によるまちづくりの担い手不足、環境負荷の低減、自然資源の保全、脱炭素社会への移行を

視野に入れ、環境に調和した将来にわたり持続可能な景観まちづくりを目指します。 

＜重要な視点＞ 

◆ヒトと手仕事の継承 ◆豊かな自然環境の後世への継承 ◆景観特性の理解 ◆検証を重ねたまちづくり 

５ 景観まちづくりの行動指針 

基本理念を堅持し、良好な景観形成を具体的に進めていくためには、市民・事業者・行政が主体となって取り組む「景観まちづくり」の実践が不可欠です。社会情勢が激しく変化する現代において、これま
での「景観文脈」を尊重しながら、現代的な課題に柔軟かつ的確に対応するための「景観まちづくり」の行動指針を以下のとおり提示します。 

基本理念の堅持 

市民等との協働の深化 

景観まちづくりに関わる 
社会的課題認識 

人口減少・少子高齢化 

空き店舗等の都市景観への影響 

価値観の多様化 

市民意識の変化 

本
計
画
の
改
定
の
趣
旨 

歴史的連続性の確保 

景観阻害への対応 

自然災害と景観 

環境・脱炭素への対応 

観光の質的転換 

デジタル社会の進展 

課
題
に
対
応
し
た
「
景
観
ま
ち
づ
く
り
」
の
行
動
指
針 

４ 景観目標像 

品格と風格を兼ね備えた、世界に誇る共創文化都市・金沢 

【変更案】 

風格と魅力を兼ね備えた美しい世界都市・金沢 

【現在】 

金沢の「景観まちづくり」は、自然・地形・歴史・文化・生活が重層的に織りなす「景観文脈」を基盤として発展し

てきました。市民・事業者・行政が協働して積み重ねてきた成果を継承しながら、新たな社会的課題に応じて展開して

いくことが求められています。本計画では、課題を踏まえた「景観まちづくり」の行動指針を示し、実現化方策の提示

につなげます。 

 

景観まちづくりの創造的継承 
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６ 景観まちづくりの実現に向けて 

景観まちづくりの実現化方策を以下のとおり整理します。実現化方策については、「金沢市景観総合計画（第１期）」で掲げた行動計画における体系を更新し、新たな視点を追加します。 

 

景観まちづくりの実現化方策 

課題に対応した「景観まちづくり」の行動指針 

持続可能な 

景観形成 

景観文脈の 

創造的継承 

協働の深化 

による景観向上 

■良好な景観形成を図るための景観エリアマネジメント 

金沢の景観を将来にわたり色褪せることなく、つなげていくためには、保全と開発

の調和のまちづくりを堅持しつつ、新たな価値を創造する必要があります。 

そのためには、各区域における景観文脈を読み解き、将来にどのようにつないでい

くかの景観像を市民・事業者・専門家・行政が共有する必要があります。 

よりきめ細やかな景観まちづくりを進めるために、景観エリアマネジメントの仕組

みを構築します。 

●都心軸エリアマネジメント  ○  

●景観形成方針の見える化 ○ ○ ○ 

●エリアマネジメント専門家派遣制度   ○ 

●景観文脈の連続性に関わる研究の促進  ○  

●景観計画の手引きの改定 ○ ○ ○ 

●景観計画の変更 ○ ○  

■魅力的な公共空間を創出するための公共事業展開 

公園、図書館、学校、スポーツ施設、駅などの拠点施設における魅力的な公共空間

は、周辺のまちの価値を高める存在となります。景観文脈を捉え、金沢らしさを更新

するためのプロセスを形成する仕組みを構築します。 

●魅力ある景観資源を活かした回遊性の向上 ○ ○ ○ 

●公共空間における景観文脈の読み解き ○ ○  

●都市・景観・文化プロデュースの仕組み ○ ○ ○ 

■関連施策との連携と効果の検証を重ねた景観まちづくり 

都市計画、自然環境、ゼロカーボン、農業施策などの関連施策に【景観まちづくり】

の視点を加えることで、新たな価値の創出などの相乗効果が期待できます。また、景

観まちづくりの効果検証を繰り返して行い、施策や取り組みの改善と発展に努めます。 

●関連制度との連携による相乗効果の実現 ○  ○ 

●市職員の景観まちづくり継承 ○   

●景観まちづくりの効果の検証の仕組みづくり ○   

■多様な主体が活躍できる景観まちづくり 

金沢の景観の魅力は人々の営みが基盤となる文化的景観です。人々が繋げてきた営

みこそが景観特性であり、持続可能な景観形成に欠かすことができません。 

市民・事業者・専門家・行政などの多様な主体が景観像を共有し、共感する仕組みの

構築や継続した取り組みを実施します。 

●金沢らしさの体験：景観学習、散策イベントの実施 ○ ○ ○ 

●市民から始まる景観まちづくり ○  ○ 

●金沢らしさを考える継続した取り組み  ○ ○ 

●都市美文化賞の深化  ○ ○ 

●景観サポーター制度の深化 ○ ○ ○ 

●かなざわ景観協力賞の深化 ○ ○ ○ 

●広告景観協力賞の深化  ○ ○ 

●金沢の景観をつくる手仕事の継承 ○ ○ ○ 

●まちづくりの人材創出 ○  ○ 

●協定制度の活用   ○ 

■景観に纏わる人づくり 

「持続可能な景観形成」、「景観文脈の創造的な継承」、「協働の深化による景観向上」

には、適材適所の人材が不可欠あり、人づくりの仕組みを構築します。 

●エリアマネジメント専門家の確保   ○ 

●景観サポーター制度等の深化（再掲） ○ ○ ○ 

●かなざわ景観協力賞の深化（再掲） ○ ○ ○ 

●金沢の景観をつくる手仕事の継承（再掲） ○ ○ ○ 

●まちづくりの人材創出（再掲） ○  ○ 


